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令和 7 年度 第 1 回 星ヶ丘医療センター地域連絡協議会 議事録 

 

日 時：令和 7 年 6 月 5 日（木） 14 時 30 分～15 時 00 分 

場 所：星ヶ丘医療センター 新会議室Ａ 

出席者：【院外】地域の医師会代表 2 名、地域の行政職員 1 名、住民代表 2 名、 

関係する医療・介護機関 2 名 

    【院内】院長、副院長、看護部長、事務部長、入退院支援室長 

書 記：地域医療連携係長 

議 題：１．新委員就任の報告  

    ２．当院からの報告について 

        ３．診療体制について  

４．当院に対するご意見やご提案について 

５．その他 

                                     

事務局から委員 14 名のうち、出席者 12 名、委任状提出 1 名の報告があり、星ヶ

丘医療センター地域連絡協議会規程第 5 条 5 項の規定により本会が成立した。 

 

 

１．新委員就任の報告 

今年度より、地域医療連携室長が新たに委員に就任した。本日はやむを得 

ない事情により欠席。 

 

２．当院からの報告について 

１）医療従事者・介護従事者向けの研修会の開催予定 

①令和 7 年度開催予定 地域 Open セミナー 

当院診療科の医師が 4 回開催予定。直近では、7 月 9 日にリハビリテーシ

ョン科診療部長と老人看護専門看護師、認知症看護認定看護師による認知症

をテーマにしたセミナーを開催する。 

 

②星ヶ丘地域連携の会 

令和 8 年 2 月 28 日（土）に星ヶ丘地域連携の会を開催予定。昨年度は、

泌尿器科と小児科の診療部長らの学術講演会を実施した。今年度も学術講演

会を予定している。 

 

③その他 

7 月 3 日（木）に第 6 圏域多職種連携研究会との共催で、「被災地支援から

考える医療・介護の役割と課題」を開催予定。能登半島地震の災害支援に参

加した看護師 2 名が講演を行う。また、7 月 11 日（金）には「病院と地域包

括のコラボで広がる認知症支援」にて、当院 MSW が講師として参加予定。 

 

２）地域住民への情報発信の開催予定 

 ①オレンジカフェ 星の結び 

    今年度は 6 回開催予定。次回は 7 月 17 日（木）に地域包括支援センター松

徳会と共同で、「認知症サポーターステップアップ講座」を開催する。 

    星の結びは、今年度は 2 カ月に 1 度開催する。地域全体で認知症への理解

を深めて、新しい日常に対する価値観を共有するための啓発活動をより一層

強化していく。 
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②認知症マフ譲渡会・講義 

 認知症啓発につながる地域活動の一つで、以前地域住民の方と一緒に作成 

した認知症マフを近隣の介護施設に譲渡する、という取り組みを行っている。 

 この取り組みについても、地域包括支援センター松徳会との共催である。 

当院で、認知症マフを活用した好事例があったため、そういった事例を発表

しながら、認知症マフそのものを広げていく活動を行っている。 

 

③桜丘団地カフェ 

 5 月 29 日（木）に UR 桜丘団地の集会場にて「桜丘団地カフェ」を開催し 

た。当院の認定看護師 4 名と MSW が出張し、暑い時期に気を付けたいことや、 

皮膚ケアのポイントなどを紹介した。 

 

④その他 

 今後、認知症マフ作りワークショップや人生会議の模擬体験、桜丘北校区 

健康フェスタなどの開催・参加も予定している。 

 

（質問） 

 認知症マフの譲渡会は何人くらい来られるのか。 

 

（回答） 

 毎回 15～20 名くらいお越しになる。今回の譲渡会では、3 施設の参加があ 

り、各施設 2、3 名ほどいらしていた。各施設 3 つずつお渡しし、そちらの 

施設でまず利用者さんに試していただいている。また、各施設から認知症マ 

フを用いて、認知症の方が安心されたとの事例があったので、そういったこ 

とも、今後何かしらの発表会などで報告できたら、と考えている。 

 また、認知症マフ作りワークショップは、次回は 6 月を予定しているが、

夏の暑い時期は一旦休止し、秋頃から再開していく。ワークショップの参加

者は、毎回 20～25 名ほどである。最も多い時で 30 名、最も少ない時で 23

名ほど参加されている。参加者の方々は、以前から手芸などをされている方

なのか、初めてマフを作成される方でもすんなりと作っている様子が見受け

られる。 

 

（質問） 

 桜丘団地カフェは何人くらい参加されているのか。 

 

（回答） 

 15 名程度である。 

 

３．診療体制について  

 ①整形外科医師着任について 

  今年度より、整形外科足専門医が着任した。研修医時代に当院にいたことがあ

り、久しぶりに戻ってきた。 

  足専門医はなかなかいない。外反母趾の手術はこれまで約 1 時間程度かかって

いたが、8 分で行うことができるようになった。今後は枚方地区の地域医療に貢

献していく。 

 

②5 月 5 日祝日診療の報告 

 今年度も祝日診療を行っている。先日の 5月 5日のゴールデンウィークには、
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外来が 46 名、救急搬送は 32 名で、普段の祝日の倍以上の患者数であった。そ

の中でも、手術は 4 件、救急搬送の中には入院が 4 名であったことから、地域

の方々に貢献できたのではないだろうか。 

   

(質問) 

祝日診療の外来 46 名の内訳を知りたい。祝日なので、子どものけがとか 

  も含めて、星ヶ丘医療センターは祝日診療を行っていると促したつもりだが。 

   

(回答) 

   半分の 23 名が整形外科に受診した。全診療科が対応していたわけでなく、整

形外科・脳卒中内科・小児科・外科・泌尿器科のみ診察を行っていたため、も

う半分の 23 名はこの 4 診療科に受診した。 

   

(質問) 

   整形外科 23 名の内訳を知りたい。 

   

(回答) 

   外来と救急で別のカウントをしている。救急は時間外を含め一日を通して、

32 名、外来の方では、当日受診の他に予約受診の患者もいた。普段の平日に仕

事をしていて休めない患者が、こういった祝日診療時に来院されたというのは、

昨年から祝日診療を行ってきた成果に結びついているかと考えている。 

 

４．当院に対するご意見やご提案について 

（１）研修会や公開講座に関すること（地域住民・地域医療機関等） 

(意見) 

医療機関向け Web 予約についての案内が届いた。やってみようかと思った 

が、何よりも患者からこの予約方法についての問い合わせが来るのは困る。

患者と病院間で予約日を決めるとのことだが、紹介元は、後から予約日を知

ることになる。これまでどおり患者が院内で 5～10 分待っていただければ予

約が取れる方法がスムーズであるため、Web 予約はしないつもりだ。 

 

(回答) 

貴重なご意見をありがとうございます。Web 予約は導入するが、これまで   

   通り、従来の予約方法も引き続き行っている。先生方の都合の良い方を選ん 

で予約していただきたい。従来の予約方法が良いという先生がたくさんいら

っしゃるのも承知の上だが、患者の声を聞いたときに、Web で予約が取れた

ら助かるという声が多く、同様の Web 予約を導入している病院もあるので、

そのような声に応えて導入した。Web 予約に完全移行する、ということでは

ないので、予約を取りやすい方で行っていただきたい。 

 

（２）当院の診療機能、医療連携に関すること 

委員から意見・質疑は特になし。 

 

（３）行政や医師会等に対する当院の役割や協力に関すること 

委員から意見・質疑は特になし。 

 

５．その他 
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  特になし。 

 

 以上 

                                      

（次回日程）                                 

日 時：令和 7 年 11 月頃予定  

  ※後日、日程調整のうえ開催日時・形式・場所等をご案内します。 


